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心の絆を深める取組を進めています！ 
■６月は「心の絆を深める月間」として、様々な取組を進めています。 

 企画集会委員会からの提案で、毎週水曜日の昼休みに「縦割り班遊び」を実 

施しています。６年生が中心となって楽しい遊びやゲームを行っており、みんな笑顔で過ご

す時間となっています。 

また、「スマイルフラワー」の取組として、「周りの人のいいところ」や「ありがとうの言

葉」などを花びらに書いて、大きなひまわりの花を咲かせています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相良村立相良南小学校だより  校訓「やさしく かしこく たくましく」 

元気・笑顔・成長！南小 
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■６月２４日（火）の全校集会では、「いじめがなぜいけないのか」について話しました。 

みなさんの頭の中には、脳があります。脳は大きく３つの部分に分かれています。 

一番真ん中にある脳、ヘビの脳と言います。は虫類の脳とも言います。生きるためのはた

らきをします。息をする、食べ物を食べる、消化をする、眠るなど、生きていくために必要

な脳です。 

その周り、ネコの脳です。哺乳類の脳です。喜ぶ、怒る、泣く、笑うなどの感情をコント

ロールします。 

一番外側がヒトの脳です。考えたり、新しいものを生み出したりする脳です。 

いじめが続くと、脳が弱ってしまうそうです。どの部分が弱ると思いますか。 

（子供たちの大多数が「ヒトの脳」に手を挙げました。） 

いじめが続くと、ヘビの脳、生きるための脳が弱るそうです。だから、食べたり、眠った

りするのができなくなったり、息をするのが苦しくなったりして、生きる力がなくなってし

まいます。いじめは命に関わることだから、絶対だめなのです。 

 ６年生の「人権標語」の中で、次の標語がありました。 

「つらい時 相談すれば 大丈夫」困った時には必ず誰かに相談してください。 

「いじめを見たら 勇気をだして 助けよう」周りに人の力が必要です。 

 ぜひみんなでいじめをなくし、自他を大切にする南小にしていきましょう。 

■様々な取組を行っていますが、様々な問題が起きることもあります。昨年度、「いじめ」は

０件でしたが、ご心配なことがある場合は遠慮なくご相談ください。学校と保護者の連携で、

子供たちが楽しく過ごせる南小にしていきたいと思います。 

 

 フリー参観御礼! 
■６月１３日（金）のフリー参観では、大変 

ありがとうございました。 

 各学年、プール開きを見ていただくことが 

できました。子供たちの元気な様子を見るこ 

とができたことと思います。 

 プール学習の目的は、大きく２つです。 

「命を守る」「体力（泳力）を向上させる」 

■各学年の目標は、次のとおりです。 

１年生は、水遊びをたくさんやって、クラゲみたいに水に浮けるようになることです。 

２年生は、水遊びをたくさんやって、けのび、ロケットができるようになることです。 

３年生、４年生両方とも、１５ｍ、クロールでプールの横を泳げるようになることです。 

４年生は、息継ぎが上手になってほしいです。 

５年生は、息継ぎを練習して、２５ｍ泳げるようになることです。息継ぎは難しいですが、

何度も何度も練習して、コツを覚えてほしいと思います。 

６年生は、クロールや平泳ぎで２５ｍ以上泳げるようになることです。 

 自分の力を少しでも伸ばせるように、練習を頑張ってほしいと思っています。ご家庭でも、

少しの伸びを褒めていただきますようお願いします。 

 


